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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、胆管結紮（BDL）ラットを用いてME3738の肝線維化抑制効果を検討したもので、

ME3738投与により肝星細胞の活性化が抑制され、肝Hyp量、肝線維化面積、Ⅰ型コラーゲン

mRNA発現が減少することを明らかにした。肝星細胞の活性化抑制の機序として、酸化スト

レスおよびTGF-βやIL-6のサイトカインを検討したが明らかな変動を認めなかったが，

HO-1がmRNA、および蛋白質レベルで有意に減少していたことより、ME3738が抗酸化的に作

用した可能性が示唆された。本研究は、胆汁うっ滞による肝線維化をME3738が抑制するこ

とを明らかにしたもので、肝線維化治療の面で明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


